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■研究最前線
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生分解性インジェクタブルポリマーの研究開発

■新材料による先進的な医療を提案

─私立大学戦略的研究基盤形成支援事業に採択された研究プ
ロジェクトのキーワード、「スマートバイオマテリアル」とは？
 

pH

─研究プロジェクトの目的や目標は？
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体温でゲル化し、
高い力学的強度を実現

 
　大矢 裕一 教授

Research Front Line

■室温から体温への温度上昇でゾルからゲルへ

─有効なバイオマテリアルとして大矢先生が開発された「温
度に応答して体内でゲルを形成する生分解性ポリマー」とは？
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■薬物徐放システム、再生医療用足場材料に応用

─「生分解性インジェクタブルポリマー」の主な用途は？
 

QOL quality of life

 

■力学的強度、安全性に優れたポリマー

─従来の技術と比較して、新技術の特長は？
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インジェクタブル・ポリマー

温度応答性ゾル -ゲル転移を示すポリマー

組織工学（再生医療）用の細胞の足場
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ドラッグデリバリーシステム（薬物徐放システム）

生分解性インジェクタブルポリマーの用途


